
★２０２6年度上半期 講座・イベントスケージュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

1 水 6月分申込受付開始 金 7月分申込受付開始 月 水
9月分申込受付開始

こでん診療処 土
10月分申込受付開始

電子工作サロン 火 11月分申込受付開始 1

2 木 さき織り体験教室 土 電子工作サロン 火 8月分申込受付開始 木 さき織り体験教室 日 水 2

3 金 日 水 こでん診療処 金 月 木 3

4 土 電子工作サロン 月 木 さき織り体験教室 土
電子工作サロン

こども服集めます！
火 金 4

5 日 火 金 日 こども服集めます！ 水 土 電子工作サロン 5

6 月 水 土 電子工作サロン 月 木 日 6

7 火 木 日 火 金 月 7

8 水 こでん診療処 金 月 水 土 こども服集めます！ 火 8

9 木 さき織り体験教室 土 こども服集めます！ 火 木 さき織り体験教室 日 こども服集めます！ 水 9

10 金 日 こども服集めます！ 水 金 月 木 さき織り体験教室 10

11 土 こども服集めます！ 月 木 さき織り体験教室 土 おもちゃ病院 火 金 11

12 日 こども服集めます！ 火 金 日 水 土
おもちゃ病院

こども服集めます！
12

13 月 水 こでん診療処 土 こども服集めます！ 月 木 日 こども服集めます！ 13

14 火 木 さき織り体験教室 日 こども服集めます！ 火 金 月 14

15 水 金 月 水 こでん診療処 土 火 15

16 木 さき織り体験教室 土 おもちゃ病院 火 木 さき織り体験教室 日 おさがり広場 水 こでん診療処 16

17 金 日 おさがり広場 水 こでん診療処 金 月 木 さき織り体験教室 17

18 土 月 木 さき織り体験教室 土
エコにこマーケット
こども服集めます! 火 金 18

19 日 火 金 日
エコにこマーケット
こども服集めます! 水 土 19

20 月 水 おとな工作 土 月 木 日 20

21 火 木 さき織り体験教室 日 火 金 月 21

22 水 こでん診療処 金 月 水 おとな工作 土
エコにこマーケット
こども服集めます! 火 22

23 木 土
エコにこマーケット
こども服集めます! 火 木 日

エコにこマーケット
こども服集めます! 水 23

24 金 Tシャツぞうり教室 日
エコにこマーケット
こども服集めます!

水 金 月 木 さき織り体験教室 24

25 土
エコにこマーケット
こども服集めます! 月 木 土 火 金 25

26 日
エコにこマーケット
こども服集めます! 火 Tシャツぞうり教室 金 日 水 こでん診療処 土

エコにこマーケット
こども服集めます!

26

27 月 水 こでん診療処 土
エコにこマーケット
こども服集めます!

月 木 日
エコにこマーケット
こども服集めます!

27

28 火 木 さき織り体験教室 日
エコにこマーケット
こども服集めます!

火 金 月 28

29 水 金 月 水 土 火 29

30 木 土 火 木 日 水 こでん診療処 30

31 日 金 月 31

第２８９号 ２０２６年 ３月

エ コ に こ ニ ュ ー ス
「エコにこセンター」は多摩ニュータウン環境組合リサイクルセンターのニックネームです

・ぞれぞれの講座等の時間や詳しい内容等をまとめたチラシ
を発行しています。館内で配布していますが、ホームペー
ジでもご覧いただけます。

・年度始めの予定です。変更になる場合はホームページ等で
お知らせします。特に「申込み不要」は事前にお電話で
ご確認ください。

TEL：042-374-6210
開館時間：10時-17時 休館日：月曜・年末年始
エコにこセンターHP

https://www.tamaseisokojo.or.jp/center_top 

エコにこマーケット
10時～13時 ちいさなフリーマーケット
☆出店は要事前申込み 八王子市・町田市・多摩市在住の方対象

      開催月２か月前から開催月初日まで先着順申込受付。

要事前申込・開催日の2ヶ月前の最初の開館日より電話受付
【エコにこ3R講座】

Tシャツぞうり教室：Ｔシャツを使ってぞうり1組を作る さき織り体験教室：裂いた布や毛糸を横糸に使って布を織る

おとな工作：おとなのための工作教室の略 陶芸や布、自然素材などを使い毎回異なる作品を作る

７月下旬から８月中旬にかけて実施するこども対象講座等については、別途詳細案内を予定しています

事前申込不要 開催時間内にお越しください。
こでん診療処：13 時～14時 小型家電の不具合相談  ※一部、部品代等必要な場合有り

【共催事業】
電子工作サロン：13時～15時 電子工作の同好会
おもちゃ病院 ：13時～14時30分 おもちゃDr.による修理・相談会 ※一部、部品代等必要な場合有り
こども服リユースプロジェクト

☆こども服集めます！：着なくなったこども服集めます！の略 10時～17時 50～160サイズのこども服の回収
☆おさがり広場： 10時～16時30分 こども服集めます！で集まったこども服の頒布会

２０２５年度「食器回収」は３月２２日(日)まで！
八王子市・町田市・多摩市にお住まいの方の家庭で不用になった陶磁器製食器の回収を実施しています。回収した食器は新しく

食器を作るための原料の一部になり、センターでも展示販売しているRe食器にうまれかわります。※リユースはしていません。

★回収時間 10時30分～14時30分
★回収方法 館内回収場所にて持ち込み者とセンタースタッフですべて確認します。時間に余裕をもってご来館ください。
                   リサイクル対象外はお持ち帰りいただいています。

2026年度の回収については未定です。決定しだいエコにこニュース5月号およびホームぺージ、館内掲示等でお知らせします。



2026年3月・4月・5月の主な講座・イベント
<<要事前申込み>> 2ヶ月前の最初の開館日から申込受付開始

★エコにこ3R講座
おとな対象 中学生以下は参加できません。

・さき織り体験教室 3月 5. 12. 19日 ４月 2. 9. 16日
5月 14. 21. 28日 すべて(木)

・おとなのための工作教室 5月 20日(水)

   ・Tシャツぞうり教室 3月10日(火) 4月24日(金) 5月 26日(火)

★エコにこマーケット （通称：エコマ）
出店申込みは2ヶ月前の最初の開館日～開催月の最初の開館日まで（キャンセル待ち含む）
            3月 28. 29日 4月 25. 26日 5月 23. 24日 すべて(土)(日) 

<<事前申込み不要>> 各受付時間内に直接お越しください。(時間は受付時間)

★こでん診療処 3月 4. 18日 4月 8. 22日 5月 13. 27日
すべて(水) 13時～14時30分

★電子工作サロン 3月 7日 4月 4日 5月 2日 すべて(土) 13時～15時

★おもちゃ病院 3月 14日(土)  5月 16日(土) 13時～14時30分

<<こども服リユースプロジェクト>>

★着なくなったこども服あつめます！ すべて(土)(日) 10時～17時
      3月14. 15日 28. 29日 4月11. 12日 25. 26日 5月 9. 10日 23. 24日

★おさがり広場 5月17日(日) 10時～16時30分

清掃工場だより

編集発行 多摩ニュータウン環境組合リサイクルセンター

ニックネーム エコにこセンター (10時～17時 月曜・年末年始休館)

エコにこセンターは、八王子市・町田市・多摩市で構成する多摩ニュータウン環境組合の施設です。
センターの運営業務は特定非営利活動法人東京・多摩リサイクル市民連邦が受託しています。

 042-374-6210 042-374-6214 206-0035 多摩市唐木田2-1-1

recycle@tama-seisokojo.or.jp HP https://www.tama-seisokojo.or.jp

X「タマちゃん@エコにこセンター」 https://ｘ.com/econico1

講座の詳細はコチラ

エコにこセンター
ホームページ

エコマの詳細はコチラ

＜東日本大震災＞
２０１１年３月１１日１４時４６分に発生した東日本大震災から、今年で１５年目を迎えます。

地震発生時私は、別の清掃工場で焼却炉の運転管理業務中で、建物の３階にいました。ガラス窓が
バリバリと音を立てていたことで異変に気付き、屋外へ避難し始めましたが、階段が左右に揺れていて非
常に怖い思いをしました。屋外に避難した後も、暫く街灯が左右に大きく揺れていました。その後、焼却炉
は、安全確認点検を実施して、通常運転を再開しました。

地震発生後、鉄道の運行停止や道路の大渋滞の影響により、多くの人が帰宅困難者となりました。地
震発生翌日、スーパーマーケットは来店者が殺到し、食料品が底を尽いていました。ガソリンスタンドは、
非常時に備え給油を求める車で長蛇の列ができ、ガソリンの購入が難しい状況となりました。また津波に
より、福島第一原子力発電所では、水素爆発が起き原子炉建屋などが破損し、放射性物質が大気中に
放出されました。電気では、電力不足による大規模停電を避けるために、地域ごとに時間帯を決めて電
力供給を一時停止する処置（計画停電）も取られました。この措置は、関東地方を中心に２週間程続き、
停電時間は1日３時間程度でした。

普段清掃工場は、ごみ焼却で発生する蒸気で、タービン発電機を稼働し発電しています。

震災後は、発電量を増やす対応などで、廃棄物発電として電力不足に貢献しました。

現在、多摩清掃工場では、タービン発電機で発電した二酸化炭素「ゼロ」の電力を構成市である多摩
市・八王子市・町田市の公共施設に供給する「電力の地産地消」に取組んでいます。この機会に、「災害
時の対応」「環境に良いこと」に関して、考えてみてはどうでしょうか。

多摩ニュータウン環境組合多摩清掃工場
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